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１．はじめに 

新型コロナウイルス感染症の拡大により人の移動と物流の支障

が生じ,造園においても「現地調査」,「現場での指示」といった

ランドスケープデザイナーとして平常時の作庭でしなければなら

ないこともできない場合が生じている。このような状況において,

設計者がオンラインなどの現代通信手段を用いて庭の設計や施工

の指導を行う場合,通常の作庭と同様の効果が得られるのか,施主

が満足する仕上げができるのか,また工事中の様々なやり取りを

どう実現するのかについて,これまでは経験がない。本稿はこの背

景下の試みとして,実際の庭づくりを取り上げ,作庭に関する指示

を全てオンラインで行う庭づくりの実装実験を通して,オンライ

ンによる作庭の可能性を考察することを目的とした。 

 

２.方法 

対象地は中国北部の都市にある個人住宅の庭である。同市は厳

しいコロナ感染防止対策を取ったため市域外からの訪問,特に国

外からの出入りが困難である。この状態のなか,現地調査や打ち合

わせ,資材の選択,施工中の指示などについて全てオンラインで実

現するように計画し,工事進行中は移動操作が容易なスマートフ

ォンを中心にコミュニケーションをとった（図－1）。この作庭プ

ロジェクトは2020年7月～2022年6月の間の休日に行われたが,

設計段階は3DCGを作成して関係者と確認し,施工の段階では数

多くのスケッチを用い,現地の作庭状況を動画通話で確認しなが

ら作庭の指示をした。こうした一連の作業を全て記録し,工事完了

後これらの記録と施主の感想を整理し,考察を行った。  

 

３．結果 

（１）現況把握と設計 

図－2 は現地の画像である。敷地は住宅エリアと庭エリアで構

成されており,2,300 ㎡程度の庭は雑草があふれた平坦地で敷地

外に存在しているポプラやモミジバスズカケノキの街路樹が借景

になる。住宅は地下施設を含む 4,000 ㎡程度の洋館建物で,主要

棟のほか200㎡の宴会場もある。調査はまず現地の写真と動画デ

ータをもとに現況把握を行い,不明な点についてはソーシャルメ

ディアアプリ「WeChat」を用いて現地との動画通話で情報を補

完した。施主はアメリカでの経歴が長く,広々とした自然風景が好

みである一方,日本庭園的な自然を表現する手法もすきで,その両

者を融合した庭風景の形成が望ましいと要望した。設計はそれを
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図－1 初回打ち合わせの際に想定した作庭のフロー 

【応用技術編】
ランドスケープ技術報告集Vol.1（2022年） 

　　Technical  Reports of Landscape Architecture Vol.1, 2022

ー 33 ー



 

 

基本に複数の案を考えた上,SketchUP 及び Lumion の二つのソ

フトで3DCGを作成し,あらゆる視点からのシミュレーションを

もとに施主との打ち合わせを行い,最終的に図－3～5 に示すよう

なプランに定まった。プランの特徴は起伏のある芝生の形成を中

心に,敷地外のポプラを借景として取り入れながら,庭内に低い築

山や池,滝を造成し,植栽などの要素をランダムに配置したことで,

シンプルな構成で緩やかな風景演出を図った。 

（２）施工                                                

施工においてもコロナ対策の影響により専門の施工会社や職人

の参加ができない状態になり,作庭は造園工事に未経験の施主の

住宅の内装を担う作業員数名と淡路景観園芸学校を卒業した

OB（植木屋に経験4年）の1名を起用し,今まで経験したこと

がない施工に挑んだ。庭に使う庭石は140トンあり,重機を使う

場合は重機操縦者の人材派遣も含めレンタル会社に依頼して実

施した。この状態下の施工は現場指示のほとんどが設計者に頼っ

 

図－2 対象地の写真（庭の一部と住宅の一部） 

 
図－3 平面図 

 

図－4 鳥瞰図 

 

図－5 透視図（冬季） 

 

図－6 滝部の施工プロセスを表現したイメージ 

 

図－7 オンラインによる施工指導のイメージ 

 

図－8 滝施工指導時のスケッチ 

 
図－9 オンライン指導を経て完成した滝部の写真 
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ていたが,物流が制限されているなか限られた場所で庭石や樹木

など造園材料を選択し,選択現場で対象物の写真と360度の動画

をみて選択した。施工において,植栽工事を除き施工の主体がほ

とんど造園施工の未経験者であるため,図－6に示すように各工

事の具体的なイメージをあらかじめ3DCGやスケッチなどでイ

メージをつくり,リモート打ち合わせを済んでから現場に入るこ

とにした。滝や石組みを組む作業について,築山の造成,微地形の

整備は設計者が現地の作業員と動画通話をしながら,作業現場を

指示し,複数の視点場からの動画を確認して配置を決めた（図－

7～8）。当初の計画は,現場で複数のカメラを設置し,三つの視点

から現場の状況をチェックすることと,ドロンを使って園路や飛

び石など動線に従ってチェックすることとしたが,試行錯誤の結

果,やはりスマートフォンの活用が一番効果的だったことがわか

った。工事はこのように少しずつ作業を進め,1年半の休日を用

いた100日を超えた時間を経て施主が満足した庭がつくられた

（図－9～13）。そのうち100枚を超えるスケッチと50本の動画

が施工時のコミュニケーションに役に立ったと考えられる。 

 

４．考察 

造園において設計者が現場まで足を運ぶことは基本である。し

かし条件を揃えない場合,特に施主の入居期限,重機の現場出入制

限など要因で工事の開始がやむを得ない場合,ほかの手段を考え

る必要がある。本事例はこの条件下の試みである。工事完了から

半年ほど設計者がやっと現場に行くことになり,庭園と向き合う

ことができたが。現地検証の結果,整備された庭園は概ねオンライ

ンで感じたイメージの通りにできた。振り返ってみると今回の試

みは価値があると考えた。 

オンライン手法で設計から施工の指示までを行った本事例は,

現代の通信手段と大量なスケッチやCGの活用によって現場と意

思疎通が図れたことが成功につながる重要なポイントだと考えら

れる。当初に不可能と思われた今回の作庭は施主の前向き姿勢と

作業員の熱意で促された経緯もあり,専門分野の視点からの可否

判断だけがすべてではないと,今回の事例から学んだ。 

作庭のプロセスを振り返ってみると,本事例では次のポイント

が挙げられる。１）スケールの把握について,現地調査できない場

合,設計者にとって大きな不安はスケールの把握にある。今回、ス

ケール感のずれを回避するため,設計者は現地でとってもらった

データに基づき厳密な3DCGを作成したほか,4×4Mのメッシュ

も作業員に現地でつくってもらい,それをもとに 3DCG（同様な

メッシュ付き）との対照しながら検討し,現地の空間スケール,既

存要素の存在感を把握した。竣工後の検証ではこの手法で整備し

た庭は設計者が考えたイメージとのスケールすれがほとんど生じ

なかった。一方,植栽工事において,今回事例では樹木を段階的に

選択することにした。まず主役の木を選択して現場に植え込み,

次にそれらの木と現地の環境とを複数の視点から写真をとり,そ

の情報に基づいて脇役の木や背景になる植物のイメージを写真上

に描き,スケール感やバランス感を十分に確認したうえで,樹高や

幅を決め,対象の植物を探ることにした。こうした工夫によって植

栽工事も失敗と見られる点がなかった。２）材料の選択について,

今回の事例では庭石や植物素材に対して360度の動画確認を行っ

た。自然石に対して日光下の色や,陰下の色,水にぬれた状態の色

などを画像で確認してから注文の適否を判断した。また,材料を使

い切ることを前提に段階を分けて調達を進み,毎回必要な材料に

限って発注をした。この一連の工夫は造園に経験のない施工主体

の作庭において特に有効だったと考えられる。３）プレゼンテー

ションについて, 施主との対面打ち合わせがとれないため,オン

ラインでのプラン説明を徹底的に視覚化に重点に置いた。説明は

先ず手描きのイメージ図をもってコンセプトを説明し,その後

3DCG をつくって動的なイメージ演出をしながらプレゼンを行

った。CG は四季毎に,昼夜毎に,晴雨毎に多様な景観パターンを

作成し,それをもってあらゆる視点からの説明を行った。こうした

工夫はプランについての意見交換を効率よく進めるようになり,

一回の説明だけでプランの通りに実施する方針を決めた。 

 工事完了の半年後,現場検証から樹木の剪定がやや手の届かな

い面を見つけた。維持管理においてオンラインではどの程度まで

現場に届けるかはまた今後の課題としたい。 

 

 

図－１０ 子供遊びに対応した広々とした芝生空間 
 

図－11 池と築山のある風景（住宅棟から南方向へ） 

 

 

図－12 池畔からみた風景 

 
図－13 冬の風景（庭園外部の街路樹を借景に） 

 

図－10 子供遊びに対応した広々とした芝生空間 
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